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A．研究目的 
 本研究班の主たる目的の一つである“肝

炎の予防”は、肝炎対策基本指針の中でも重

点的に取り上げられている。 
 当研究では、“肝炎の予防”に対して以下

の二つの視点からアプローチを行った。 
 ①新規感染の防止 
②肝炎重症化の抑止 

①については、血液媒介感染症であるウイ

ルス性肝炎が実際に伝播している経路につ

いて、今一度明らかにすることを第一の課

題と考えた。我々は、大規模な医療経済デー

タベースを活用した検討（K. Ikeuchi, K. 
Okushin, et al. BMC Infect Dis, 2022）に

おいて、都市部の若年男性で C 型肝炎が性

感染症と深い関連性を有することを報告し

て き た 。 C 型 肝 炎 は Direct-Acting 
Antivirals (DAAs)の登場により治癒可能な

疾患となり、WHO は 2030 年までの全世界

的な HCV 撲滅を目指しているが、その中

でも本邦は DAAs への医療費助成制度が整

備され、多くの C 型肝炎患者がウイルス学

的治癒（sustained virological response, 
SVR）を達成している。そのような中で、残

存する C 型肝炎の疫学、特に新規感染の経

路を可視化し、対策を講じることは、肝炎の

予防に資すると考えられた。 
②については、現在、B 型肝炎では核酸ア

ナログにより、C 型肝炎では先述の DAAs
により、慢性肝炎からの進展抑制が効果的

に行えるようになってきた。そこで重症化

抑止という点で重要になってくるのは、や

はり急性肝炎の早期診断・早期治療であり、

B 型および C 型急性肝炎の発生状況および

その治療内容や転帰を評価することは、本

邦の肝炎患者全体の予後改善に資すると考

えられた。特に昨今の免疫抑制療法および

抗悪性腫瘍薬の多様化により、ガイドライ

ンが策定されているものの B 型肝炎の再活

性化は依然として大きな課題である。 
  
 
B．研究方法 
 “肝炎の予防“に資する疫学的研究の基盤

を確立するために、日本国内の大規模なレ

セプトおよび DPC 情報のデータベースを

有する Medical Data Vision 社（以下、MDV
社）とウイルス性肝炎および性感染症に関

するレセプト・DPC 情報の購入契約を締結

し、解析を行っている。 
（倫理面への配慮） 
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大学院医学系研究科・医学部）の倫理委員会

に研究申請を実施中である。 
 
C．研究結果 
 B 型肝炎約 17 万人 C 型肝炎約 5 万人、

ヒト免疫不全ウイルス感染症（HIV）約 1.5
万人、梅毒約 4 万人を含む大規模なデータ

ベースを取得することができた。 
 現在、詳細な解析が進行中である。 
 
D．考察 
 ウイルスを駆除または抑制する有効な治

療法が普及したB 型およびC 型肝炎におい

て、新規感染の防止および重症化の抑止は、

残された大きな課題である。我々は大規模

な疫学情報を活用した先行研究の中で、C
型肝炎と性感染症の関係性を見出し、注力

して対策を講じるべき感染経路である可能

性を指摘してきた。 
 このように大規模な医療情報データベー

スの分析は、治療の進歩により残された課

題への多様なアプローチを要する“肝炎の

予防”に資する疫学情報を得るのに最適な

方法であると考えられる。 
 
E．結論 
 国内のウイルス性肝炎および性感染症に

関する大規模な医療情報データベースを基

盤とした解析が進行中である。 
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H．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む。） 
 １．特許取得 
  該当なし 
 ２．実用新案登録 
  該当なし 
 ３．その他 
  該当なし 


